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　名古屋市立大学医学部附属リハビリテーショ
ン病院は、脳血管障害や整形外科疾患、神経難
病、循環器疾患などに対し、高度なリハビリテー
ション医療を提供している。2025年4月、同院は
名古屋市立大学医学部の附属病院として新たに
再出発することとなり、それに伴い業務基盤や医
療DXの推進体制を全面的に見直すこととなっ
た。その一環として、病院情報システムにおけるリ
モートメンテナンスのセキュリティ強化が課題と
なったと、病院管理部 経営課 経営係長の黒田 丈
博氏は、次のように語る。
「当院は1989年の設立以来、『名古屋市総合リハ
ビリテーションセンター附属病院』として運営し
てきましたが、2025年4月から名古屋市立大学医
学部の附属病院として新たなスタートを切ること

になりました。これに伴い、業務基盤やDX推進
に向けた各種システムの見直しを進める中で、
医療システムのリモートメンテナンスに関する
セキュリティの脆弱性対策が喫緊の課題となり
ました」

　病院内のシステムは、多くのベンダーがリ
モートで保守を行っており、これまでは各社が
独自の方法でアクセスしていた。しかし、大学傘
下となることで名古屋市立大学のセキュリティ
ポリシーに準拠するとともに、不正アクセス対
策を強化していく必要が生じ、多要素認証を用
いた統合的なリモートアクセス管理が求められ
た。病院管理部 医事課 医事係長の加納 洋平氏
は、今回の経緯をこう明かす。
「リモートメンテナンスは、これまでベンダーご
とに異なる方法で実施されてきましたが、今回
の体制変更で、大学側のセキュリティポリシー
に則り、統合管理と多要素認証の導入が必須と
なりました。そこで当院と長年の取引実績があ
り、今回の移管において主管的な役割を担うシ
ステムベンダであるトーテックアメニティに、最
適な方法について相談しました」

　この相談を受けたトーテックアメニティは、
社内のネットワーク部門との協議を経て、ソリ
トンの提供する「Soliton OneGate」（以下、
OneGate）を提案した。その理由を、トーテック
アメニティ株式会社 医療システム事業部 中部
営業部 第一グループの堀 恭佑氏は、次のよう
に明かす。
「当社が過去に他の医療機関に導入した実績が
あるOneGateが最適だと判断しました。電子証

明書を活用した多要素認証により、VPNやクラ
ウドサービスへのアクセスをセキュアに管理で
きる上、パスワード管理の負担軽減にもつなが
ります。特に今回は、10社ほどのベンダーが関
与する構成だったため、リモートでの証明書配
布・管理が可能なOneGateのメリットが活かせ
ると考えました」

　新病院としての開院が2025年4月に迫る中、
OneGateの導入は同年1月より開始された。黒
田氏は構築およびベンダー各社への展開は、非
常にスムーズだったと振り返る。
「4月の開院に向け、ネットワークやシステム全
体の見直しが行われている多忙な時期でした
が、トーテックアメニティとソリトンの両社がう
まく連携してくださり、予定通りに無事に完了し
ました。当院側の負担はほとんどなく、非常にス
ムーズでした」
　トーテックアメニティの堀氏は、順調に構築
が進んだ理由を次のように明かす。
「病院情報システムは高いセキュリティ要件が
求められるため、リモートアクセスの設定変更
の際は複数ベンダーとの調整が必須です。そこ
で今回は過去の導入経験を活かして、あらかじ
め電子証明書を利用した手法も含めた3パター
ンの接続方式を準備しました。協議のうえで各
社にそれぞれ方式を選んでいただく形にし、導
入の円滑化を図りました。電子証明書の配布に
は『Soliton KeyManager※』を活用し、スムー
ズに完了しました」

※ Soliton KeyManager：ソリトンが提供する電子証
明書インストール・管理用アプリ

　こうして2025年4月の開院と同時に、リモー
トメンテナンスにおいてOneGateによる多要
素認証の利用がスタート。管理を担当するトー
テックアメニティの堀氏は、その運用も順調だ
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CASE STUDY | 導入事例

　名古屋市立大学医学部附属リハビリテーショ
ン病院は、脳血管障害や整形外科疾患、神経難
病、循環器疾患などに対し、高度なリハビリテー
ション医療を提供している。2025年4月、同院は
名古屋市立大学医学部の附属病院として新たに
再出発することとなり、それに伴い業務基盤や医
療DXの推進体制を全面的に見直すこととなっ
た。その一環として、病院情報システムにおけるリ
モートメンテナンスのセキュリティ強化が課題と
なったと、病院管理部 経営課 経営係長の黒田 丈
博氏は、次のように語る。
「当院は1989年の設立以来、『名古屋市総合リハ
ビリテーションセンター附属病院』として運営し
てきましたが、2025年4月から名古屋市立大学医
学部の附属病院として新たなスタートを切ること

になりました。これに伴い、業務基盤やDX推進
に向けた各種システムの見直しを進める中で、
医療システムのリモートメンテナンスに関する
セキュリティの脆弱性対策が喫緊の課題となり
ました」

　病院内のシステムは、多くのベンダーがリ
モートで保守を行っており、これまでは各社が
独自の方法でアクセスしていた。しかし、大学傘
下となることで名古屋市立大学のセキュリティ
ポリシーに準拠するとともに、不正アクセス対
策を強化していく必要が生じ、多要素認証を用
いた統合的なリモートアクセス管理が求められ
た。病院管理部 医事課 医事係長の加納 洋平氏
は、今回の経緯をこう明かす。
「リモートメンテナンスは、これまでベンダーご
とに異なる方法で実施されてきましたが、今回
の体制変更で、大学側のセキュリティポリシー
に則り、統合管理と多要素認証の導入が必須と
なりました。そこで当院と長年の取引実績があ
り、今回の移管において主管的な役割を担うシ
ステムベンダであるトーテックアメニティに、最
適な方法について相談しました」

　この相談を受けたトーテックアメニティは、
社内のネットワーク部門との協議を経て、ソリ
トンの提供する「Soliton OneGate」（以下、
OneGate）を提案した。その理由を、トーテック
アメニティ株式会社 医療システム事業部 中部
営業部 第一グループの堀 恭佑氏は、次のよう
に明かす。
「当社が過去に他の医療機関に導入した実績が
あるOneGateが最適だと判断しました。電子証

明書を活用した多要素認証により、VPNやクラ
ウドサービスへのアクセスをセキュアに管理で
きる上、パスワード管理の負担軽減にもつなが
ります。特に今回は、10社ほどのベンダーが関
与する構成だったため、リモートでの証明書配
布・管理が可能なOneGateのメリットが活かせ
ると考えました」

　新病院としての開院が2025年4月に迫る中、
OneGateの導入は同年1月より開始された。黒
田氏は構築およびベンダー各社への展開は、非
常にスムーズだったと振り返る。
「4月の開院に向け、ネットワークやシステム全
体の見直しが行われている多忙な時期でした
が、トーテックアメニティとソリトンの両社がう
まく連携してくださり、予定通りに無事に完了し
ました。当院側の負担はほとんどなく、非常にス
ムーズでした」
　トーテックアメニティの堀氏は、順調に構築
が進んだ理由を次のように明かす。
「病院情報システムは高いセキュリティ要件が
求められるため、リモートアクセスの設定変更
の際は複数ベンダーとの調整が必須です。そこ
で今回は過去の導入経験を活かして、あらかじ
め電子証明書を利用した手法も含めた3パター
ンの接続方式を準備しました。協議のうえで各
社にそれぞれ方式を選んでいただく形にし、導
入の円滑化を図りました。電子証明書の配布に
は『Soliton KeyManager※』を活用し、スムー
ズに完了しました」

※ Soliton KeyManager：ソリトンが提供する電子証
明書インストール・管理用アプリ

　こうして2025年4月の開院と同時に、リモー
トメンテナンスにおいてOneGateによる多要
素認証の利用がスタート。管理を担当するトー
テックアメニティの堀氏は、その運用も順調だ

と明かす。
「利用を開始してから問い合わせや接続の不具合
もなく、各社順調に活用していただいています。通
信ログは自動 的に記 録されるため、特 段
OneGateの運用で手がかかることもありません」
　加納氏は、OneGate導入の成果を、次のよう
に話す。
「OneGateの導入により、総務省ガイドライン
や本学のセキュリティポリシーの趣旨に見合う、
セキュアなリモートアクセス環境を短期間で実
現できました。複数のベンダー展開も問題なく
進み、現在も安定して稼働しています。これは大
きな成果だと感じています」

　同院が今後目指す姿について、黒田氏は次の
ように語る。
「当院は、先進的なリハビリテーションによる機
能回復に留まらず、福祉とも連携して患者様の
心に寄り添い、一人一人が“自分らしく生きる”
ことを支える医療を目指しています。その一方
で、病院運営の観点では労働人口の減少に伴う
人手不足および医療従事者の働き方改革への
対策も求められます。そのため、今後も医療DX
を推進し、業務効率を高めながら、さらなる医
療サービスの充実を目指していきたいと考えて
います」
　最後に両氏は、ソリトンへの期待を次のよう
に締めくくった。
「今回導入した多要素認証は今や生活の中でも
当たり前になりつつあり、これからのサービス
提供には欠かせないものだと思います。ソリト
ンにはこれから、さらに広い領域でご相談する
機会が増えると思いますので、今後も導入しや
すく利便性の高いソリューションを幅広く提供
していただけることを期待しています」（加納氏）
「今回、ソリトンのソリューションを実際に利用し
てみて、ソリトンではDXの基礎、土台を支える
サービスを多く取り扱っている印象を受けまし
た。セキュリティとエンドユーザーの利便性はど
うしても背反関係にあるものですが、セキュリ
ティを重視するあまり手順や操作が煩雑になる
と、現場の業務効率は向上できません。そういう
点で、ソリトンにはこれからも医療DX推進を加
速するような“安全”で“便利”なソリューションを
提供してくれることを、期待しています」（黒田氏）

※インタビューの内容は取材当時（2025 年 3月）のものです。※掲載されている社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。 
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〒 160-0022　東京都新宿区新宿 2-4-3　　TEL 03-5360-3811　

大阪営業所 06-7167-8881 福岡営業所 092-263-0400
名古屋営業所 052-217-9091 東北営業所 022-716-0766
札幌営業所 011-242-6111

株式会社ソリトンシステムズ https://www.soliton.co.jp/

https://www.soliton.co.jp/contact/お問い合わせはこちら
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電子証明書ベースの認証で利便性と
セキュリティ強化の両立が可能な
Soliton OneGateを選定

運用も安定、問い合わせや不具合も
なく、スムーズなメンテナンスを実現

短期間での導入と複数ベンダーへの
スムーズな展開に成功

医療DXを加速し、医療サービスの質と
業務効率の両立を目指す
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